
■少子化の経済分析

日本は人口減少の時代に入りしました。少子化は
なぜ発生し、どのように進行してきたのか、そして
社会経済にいかなる影響を及ぼしているのか。これ
らは現代日本が直面する大問題であり、喫緊の研究
課題です。本書は、経済学がそれらの課題にたいし
てどこまで答えることができるかを、理論的および
計量的な視角から究明しました。
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